
１  水 道 料 金 調 定 関 係 １ ． ５ 月 期 の 経 営 状 況
単 位 　 ( 1 )  予 算 執 行 状 況 等 に つ い て

1 件 ・ 上 水 道 事 業
2 ㎥ 　 　 ア  収 益 的 収 支
3 円

4 件

２ 　 下 水 道 使 用 料 調 定 関 係
単 位 　 　 イ  資 本 的 収 支

5 件

6 ㎥

7 円

・ 下 水 道 事 業
３  給 水 業 務 関 係 　 　 ア  収 益 的 収 支

単 位

8 人

9 件

1 0 件

1 1 件 　 　 イ  資 本 的 収 支
1 2 件

1 3 件

1 4 件

1 5 件 ２ ． 今 月 の 出 来 事
1 6 件

1 7 件

４ 　 排 水 設 備 業 務 関 係
単 位

1 8 排 水 設 備 工 事 確 認 申 請 件

1 9 排 水 設 備 工 事 完 了 検 査 件

５  水 道 料 金 徴 収 関 係

2 0

2 1

2 2

　 ( 2 ) 令 和 ３ 年 度 決 算 の 概 要 に つ い て
６  下 水 道 使 用 料 徴 収 関 係

2 3

2 4

2 5

７  受 益 者 分 （ 負 ） 担 金 徴 収 関 係

2 6

2 7

2 8

　 ( 1 ) 市 民 参 加 の 新 た な 森 林 づ く り に つ い て

△  7

3

調 定 料 金 ( 税 抜 ) 6 2 , 6 9 0 , 2 1 9

経 年 メ ー タ ー 交 換

1 , 9 5 2 , 0 8 7

9 6 . 8 4 %

D  対 前 年 比 較 ( B - C )

督 促 状 発 送 数 1 , 3 5 4 2 , 6 8 7 2 , 6 9 0 △  3

月 末 停 止 件 数

項 　 　 　 　 　 目

メ ー タ ー 口 径 変 更

3 4

B  収 納 率

9 5 . 9 4 %過 年 度 分

C  前 年 度 同 月 累 計

3 , 8 6 9 , 1 2 6 円

8 0 , 9 5 1 , 7 9 9 円

3 , 6 1 9 , 6 8 2 円

8 2 , 7 4 1 , 5 2 9 円 4 0 . 8 3 %

9 5 . 2 3 %

項 　 　 目 A  当 月 末 未 収 額

1 , 9 7 4 , 5 0 0 円

2 . 9 4 %

1 , 2 8 8 , 0 0 0

3 1 4 , 5 4 5 , 4 5 5

―

1 2

8 7 ―

1 2 4 , 7 9 5 , 0 8 7 1 2 2 , 8 4 3 , 0 0 0 1 2 4 , 0 7 3 , 5 0 2

4 7 . 2 7 %

-

B  収 納 率 C  前 年 同 月 未 収 額 D  収 納 率

9 5 . 0 7 %

7 , 4 6 6 , 3 2 5 円

3 9 . 7 3 %

3 4 7 , 6 9 1 , 0 0 0

5 0 , 2 8 0

8 9

2 8

6 4

△  1 7

1 4 3

5 6 8

9

―

7 5

1 3 6

9 8 8 4 2 0

1 0 4

△  1 1 63 7 , 8 4 0

5 9

7 5 △  1 1

7 2 1 , 5 8 5

A  当 月 期 B  当 年 度 累 計

調 定 件 数

B  当 年 度 累 計

開 栓 処 理 件 数

閉 栓 処 理 件 数

給 水 工 事 設 計 審 査 4 1

1 , 2 8 4 , 9 4 1

3 4 5 , 4 6 3 , 3 6 6

5 0 , 1 5 5

3 0 , 5 9 6

6 5 5 , 7 4 9

1 7 6 , 0 1 0 , 3 8 9

2 5 , 1 5 2

6 1 , 0 6 5 6 1 , 0 8 9

調 定 水 量

項 　 　 目 A  当 月 期

調 定 水 量

7 6 , 6 1 8

3 0 , 3 2 7

9 6

3 7 , 2 2 9

1 , 2 9 5 , 3 9 5

一　　般　　事　　項

C  前 年 同 月 未 収 額 D  収 納 率B  収 納 率

給 水 件 数

項 　 　 目

5

△  7

E  対 計 画 比 較

4 9 5

3 9 5 , 0 5 2 7 8 4 , 9 1 4 7 7 4 , 8 0 0 7 8 2 , 7 2 2 1 0 , 1 1 4 2 , 1 9 2

計 2 0 7 , 2 4 3 , 1 8 1 円

B  当 年 度 累 計 C  計 画 累 計

給 水 工 事 竣 工 検 査 6 2

項 　 　 目

5 5

項 　 　 目

項 　 　 　 　 　 目

調 定 料 金 ( 税 抜 )

7 7 8

6 2 5

A  当 月 期 B  当 年 度 累 計 C  計 画 累 計 D  前 年 度 同 月 累 計

―

―

8 5 3

6 3 0

A  当 月 期

給 水 人 口 7 5 , 3 7 1

3 0 , 3 8 3

2 8 6

3 7 9

6 1 , 0 0 0

調 定 件 数 1 8 , 8 2 7 3 7 , 7 2 4

口 振 加 入 件 数

過 年 度 分

2 , 5 9 0 , 7 0 0 円 -

当 年 度 分 0 円 - 0 円 -

-

1 , 9 7 4 , 5 0 0 円

A  当 月 末 未 収 額

-

4

2 , 5 9 0 , 7 0 0 円

当 年 度 分

計 8 6 , 6 1 0 , 6 5 5 円

当 年 度 分 2 0 1 , 3 2 2 , 5 3 3 円 4 7 . 0 0 % 2 0 1 , 6 9 5 , 4 8 6 円

A  当 月 末 未 収 額

- 2 0 9 , 1 6 1 , 8 1 1 円

過 年 度 分

C  前 年 同 月 未 収 額 D  収 納 率

5 , 9 2 0 , 6 4 8 円

計

F  対 前 年 比 較

D  前 年 度 同 月 累 計 E  対 計 画 比 較 F  対 前 年 比 較

特　　記　　事　　項

令和４年５月期　業務実績報告書（経営総務課）

△  2 4

△  1 0 , 4 5 4

△  2 , 2 2 7 , 6 3 4

△  1 2 5

6 5

△  3 , 0 5 9

3 0 , 9 1 7 , 9 1 1

D  対 前 年 比 較 ( B - C )

△  1 , 2 4 7

5 6

C  前 年 度 同 月 累 計

8 4 , 5 7 1 , 4 8 1 円 -

5 3 0

7

1 0 . 6 8 %

当 期 の 収 入 は 、 加 入 金 1 , 5 1 8 千 円 の 執 行 と な り ま し た 。 支 出 は 、 建 設 改 良 費 と し て 職 員 給 与 費 な

ど を 含 む 事 務 費 と し て 2 , 8 3 6 千 円 を 執 行 し ま し た 。

当 期 の 給 水 収 益 は 1 9 2 , 8 8 3 千 円 （ 税 込 ） で 、 前 月 期 に 比 べ て 4 , 8 1 8 千 円 の 減 、 対 前 年 同 月 比 で は

2 , 1 9 4 千 円 の 減 と な っ て い ま す 。 営 業 収 益 は 1 9 2 , 8 8 3 千 円 、 営 業 外 収 益 は 事 務 手 数 料 5 , 0 3 2 千 円 と な り

ま し た 。

当 期 の 営 業 費 用 は 委 託 料 や 動 力 費 な ど 7 9 , 8 4 8 千 円 、 特 別 損 失 は 8 8 千 円 を 執 行 し ま し た 。

当 期 の 下 水 道 使 用 料 は 6 8 , 9 5 9 千 円 （ 税 込 ） で 、 前 月 期 に 比 べ て 6 4 4 千 円 の 増 、 対 前 年 同 月 比 で は

1 8 8 千 円 の 増 と な っ て い ま す 。 営 業 収 益 は 6 7 , 3 2 4 千 円 、 営 業 外 収 益 は 、 雑 収 益 ２ 千 円 を 執 行 し ま し た 。

当 期 の 営 業 費 用 は 委 託 料 や 動 力 費 な ど 8 2 , 5 1 6 千 円 、 特 別 損 失 は ３ 月 1 6 日 に 発 生 し た 地 震 に 伴 う 災

害 復 旧 費 用 な ど 6 9 1 千 円 を 執 行 し ま し た 。

当 期 の 収 入 は 、 あ り ま せ ん で し た 。 支 出 は 、 建 設 改 良 費 と し て 事 務 費 2 , 0 8 8 千 円 を 執 行 し ま し た 。

【

【植樹後の記念写真】

令 和 ３ 年 度 水 道 事 業 会 計 及 び 下 水 道 事 業 会 計 決 算 を 調 製 し 、 ５ 月 2 0 日 付 け で 市 長 へ 提 出 し ま し た 。

概 要 は 次 の と お り で す 。

① 水 道 事 業 会 計

令 和 ３ 年 度 の 業 務 量 は 、 配 水 量 9 , 2 7 7 千 ㎥ 、 有 収 水 量 7 , 7 0 7 千 ㎥ で 配 水 量 に 対 す る 有 収 水 量 の 率

（ 有 収 率 ） は 8 3 . 1 ％ で 、 前 年 度 比 1 . 9 ポ イ ン ト の 減 と な り ま し た 。

収 益 的 収 支 （ 税 抜 ） は 、 水 道 事 業 収 益 が 2 4 億 4 , 4 7 7 万 円 で 、 そ の 8 5 . 1 ％ を 占 め る 給 水 収 益 は 、 給 水

人 口 の 減 少 に よ り 水 量 が 減 少 し 、 前 年 度 比 で は 2 , 9 4 1 万 円 の 減 額 と な り ま し た 。 水 道 事 業 費 用 は 2 4 億

2 , 1 9 3 万 円 で 、 企 業 債 利 息 や 資 産 減 耗 費 等 が 減 少 し ま し た が 、 ３ 月 1 6 日 に 発 生 し た 地 震 に よ る 特 別 損

失 の 増 加 に よ り 前 年 比 9 6 万 円 の 増 と な り 、 当 年 度 純 利 益 は 2 , 2 8 4 万 円 と な り ま し た 。

② 下 水 道 事 業 会 計

令 和 ３ 年 度 の 業 務 量 は 、 水 洗 化 世 帯 数 は 1 9 , 0 2 3 件 で 、 前 年 度 比 2 2 8 件 の 増 と な り ま し た 。

収 益 的 収 支 （ 税 抜 ） は 、 下 水 道 事 業 収 益 が 3 6 億 4 , 3 1 3 万 円 で 下 水 道 使 用 料 が ７ 億 4 , 3 0 7 万 円 で あ り 、

前 年 比 5 8 万 円 の 増 と な っ て い ま す 。 そ の 他 の 収 入 は 他 会 計 補 助 金 が 1 5 億 4 , 4 0 1 万 円 、 長 期 前 受 金 戻 入

が 1 3 億 1 , 5 3 3 万 円 と な り ま し た 。

下 水 道 事 業 費 用 は 3 5 億 2 , 6 4 9 万 円 で 減 価 償 却 費 や 特 別 損 失 の 減 に よ り 、 前 年 比 ３ 億 3 , 5 1 1 万 円 の 減 と

な り 、 当 年 度 純 利 益 は １ 億 1 , 6 6 4 万 円 と な り ま し た 。

市 民 参 加 の 新 た な 森 林 づ く り が ５ 月 2 2 日 （ 日 ） に 津 山 町 横

山 地 内 で 実 施 さ れ ま し た 。

市 で は 、 市 民 参 加 の も と で 環 境 と 産 業 が 共 生 す る 持 続 可 能

な ま ち づ く り を 目 指 し て お り 、 森 林 ・ 林 業 に 対 す る 理 解 を 深

め て も ら う 機 会 と し て 、 地 元 の み ど り の 少 年 団 を は じ め 、 市

内 外 か ら 参 加 者 を 募 集 し 、 植 林 活 動 を 実 施 し て い ま す 。 上 下

水 道 部 で も 、 植 樹 活 動 を と お し て 、 水 の 大 切 さ 及 び 森 林 保 全

活 動 に 積 極 的 に 参 加 す る こ と で 、 水 の 循 環 を 支 え て い き ま す 。

当 日 は 、 あ い に く の 雨 模 様 で し た が 、 市 民 の 参 加 者 等 1 4 4 名 が

参 加 し ま し た 。 上 下 水 道 部 か ら は 職 員 な ど 1 3 名 が 参 加 し 、 植

樹 の 後 、 給 水 車 か ら 水 を 提 供 し ま し た 。

スイちゃん ジョーくん 水守（みもる）さん

登米市 水道・下水道事業キャラクター



経営分析の状況 経営分析の状況
◎ 配水量の状況 （単位：㎥） ◎ 処理水量の状況 （単位：ｍ3）

◎ 主要な建設改良事業の状況 （単位：件・千円）

※流域関連特定環境保全公共下水道及び浄化槽については有収水量を記載。

特記事項 ◎ 主要な建設改良事業の状況 （単位：件・千円）

１　嵯峨立配水池で漏水発生

※金額は、工事＋委託（事務費・人件費含む）の合計金額を記載。件数は、更新工事を除いた件数を記載。

特記事項

◎ 漏水調査結果について
２ 保呂羽浄水場再構築事業事業者選定委員会を開催

〇浄化槽整備事業受付状況

（５月末現在）

  (2) 無収水量 44,802 85,395 92,400 23,026 24,235

  (1) 漏水量 99,169 199,078 120,000 162,963 79,078 36,115 農業集落排水 118,763 229,157 235,935

73,391

1,654,935 85,193

30,566

44,918 285,048

3処理場

24,151 25,612 △ 1,46140,945

84,733 △ 7,005 662 　津山処理区 11,728

 １ 有効水量 699,510 1,379,199 1,389,200 1,389,578 △ 10,001

 総取水量 860,831 1,699,853 1,614,660

 総配水量 804,186 1,583,831 1,510,440 1,553,265

△ 2,996

※ 当月期の最大配水量は、6日（金）に記録した【27,962㎥】です。

件数 金額
主要な建設改良事業

予　算 （Ａ） 施工中 （Ｂ） 竣　工 （Ｃ） 残額（Ｄ）

   【復旧作業の様子】

△ 11,041  (1) 有収水量 654,708 1,293,804 1,304,845

 ２ 無効水量 104,676 204,632 121,240 163,687 83,392

比較（Ｄ）
備考

公共下水道（迫・中田・登米・南方） 1処理場557,776 554,126 3,650

特定環境保全公共下水道

令和４年５月期　業務実績報告書（水道施設課・下水道施設課）
水　道　施　設　課 下　水　道　施　設　課

項　　目
当月実績 実績累計 計画累計 前年累計 比　較　（Ｅ）

対前年度(B)-(D) （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） 対前年度(B)-(C)（Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） 対計画 (B)-(C)

流域関連特定環境保全公共下水道（石越） 12,178

63,245 62,219 1,026

108,622 110,447 △ 1,825

　豊里処理区 32,077

△ 1,209

△ 10,379 　米谷・錦織処理区 11,404 22,351 23,993 △ 1,642

55,209

1,296,800

△ 6,778

19,956 19,555 401

 ３ 有収率 81.41% 81.69% 85.86% 84.01% -4.17%

  (2) その他無効水量 5,507 5,554 1,240 724 4,314 4,830 　迫地区 10,162

24処理場

　中田地区 32,539 63,756 64,239 △ 484

-2.32% 　東和地区 2,900 5,623 6,529 △ 906

49,926 94,887 101,045 △ 6,158

　豊里地区 2,045 3,975 4,071 △ 96

83,757 2,354 2,015基(A)-(B+C) 浄化槽（特地・個排） 44,156 86,111

　南方地区 21,192 40,961 40,496 465 R4.4.1時点

浄 水 施 設 整 備 事 業 6 64,020 0 0 0 0 64,020

執行率
件数 金額 件数 金額

1,097,060 0 0 0 5,860 1,091,200 0.5%

1,005,817 1,009,8770.0%

執行率

1 25,000 0 0 0 0 25,000 0.0%

292,737

 【漏水調査結果：５月】
  ※参考：漏水量削減効果
　　　　（金額換算）
　　　　  約353,482円/日当たり
　  算定：R3年度給水原価  277.79円
　　　　  累計漏水量     53.020㎥/h
　　　   53.020㎥/h×24h×277.79円

漏
水
調
査
結
果

施設 件数
漏水量
(㎥/h)

２ 浄化槽整備推進事業の実施状況

3

計 19 53.020

配水管 14 47.500

【試料採取状況】

予定件数 受付件数 残件数

80 26 54

項　　目
当月実績 実績累計 前年累計

付属施設 0 0.000

47,280

給水装置 5 5.520

１ 下水道処理施設の放流水の水質検査を実施

82 342,224

ポンプ施設整備事業

0 2,207

主要な建設改良事業
予　算 （Ａ） 施工中 （Ｂ） 竣　工 （Ｃ）

※ 件数及び金額は、工事＋委託（事務費・人件費含む）の合計です。

配給水施設整備事業 42

△ 4,060

　米山地区

管路整備事業 13 532,766 0 847

14.5%

0.6%

残額（Ｄ）

件数 金額 件数 金額 件数 金額

0 2,198

処理施設整備事業

合　　計 515,354

(A)-(B+C)

529,721
５月１日（日）嵯峨立配水池において、流出管（ダクタイル

鋳鉄管：口径100mm）２箇所で漏水が発生し、この影響により嵯

峨立地区172戸が断水となりました。

この管路は昭和57年に布設したもので40年経過しており、フ

ランジ継手部からの漏水と判明しました。

修理は、漏水箇所に袋ジョイントを取り付けして完了しまし

た。

５月11日（水）及び５月28日（土）に登米市保呂羽浄水場再構築事

業事業者選定委員会が開催されました。

選定委員会は保呂羽浄水場再構築事業を実施する事業者の選定に関

し、必要事項を決定し、適正かつ公平に審査するため設置しているも

のです。

今回の選定委員会では募集要項、要求水準書、事業者選定基準等の

内容に関し、ご意見やご提案をいただき、６月１日（水）に公表する

募集要項等を決定しました

令和４年度における浄化槽整備基数は80基を予定しています。４月期

の浄化槽設置に伴う申請は、令和３年度分も含め20件を受付しており、

早期の事業着手を目指し現地調査などの作業を進めています。

※浄化槽整備推進事業は、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る

ため、市が設置主体となり、公共下水道事業及び農業集落排水事業の計

画区域以外の地域に合併処理浄化槽の整備を推進しています。

浄化槽設置工事は申請の受付から工事完了まで、約４カ月の期間が必要

となります。現在の実施状況については、４月期の申請受付分の20件のう

ち３件が契約済みとなっており、５月期は６件の申請を受理し、工事発注

に向けての手続きを行っています。

令和４年５月11日に佐沼環境浄化センター、中田町宝江地区、新小路地

区、長谷地区の農業集落排水処理施設において、宮城県石巻保健所による

下水道処理施設の放流水の水質検査が行われました。

今回の検査において対象となった４処理施設の放流水については、全て

水質基準値内でした。


